
　  共済・互助会では、収支状況や組合員のニーズを基に、現在の事業を定期的に見直

し、効果的で持続可能な事業展開を図ることとしています。

　 共済・互助会とも、ニーズの面から必要があれば、事業の見直し等を検討する予定で

す。

　 本調査は、その検討資料とさせていただくものですので、皆様の御協力をお願いいた

します。

　問１　基本事項について

　（１） あなたの所属をお答えください。

　　　 ① 小学校

　　　 ② 中学校

　　　 ③ 高等学校

　　　 ④ 盲・ろう・特別支援学校

　　　 ⑤ 大学

　　　 ⑥ 教育委員会事務局（出先機関含む）

　　　 ⑦ その他

　（２） あなたの勤務地をお答えください。

　　　① 加賀市・小松市・能美市・能美郡（川北町）

　　　② 野々市市・白山市

　　　③ 金沢市

　　　④ かほく市・河北郡（内灘町、津幡町）

　　　⑤ 羽咋郡（志賀町、宝達志水町）・羽咋市 

　　　⑥ 鹿島郡（中能登町）・七尾市 

　　　⑦ 鳳珠郡（穴水町、能登町）・輪島市・珠洲市

　（３）あなたの職種をお答えください。

　　　①教員（フルタイムの再任用職員を含みます。）

　　　②教員のうち臨時的任用職員、育児休業代替職員

　　　③教員以外の職種

　（４） あなたの年代（令和５年４月1日現在）をお答えください。

　　　① 10代

　　　② 20代

　　　③ 30代

　　　④ 40代

　　　⑤ 50代

　　　⑥ 60歳以上

厚生事業等に関するアンケート調査票



問２　共済組合の厚生事業について

共済組合では、下記の各種厚生事業を実施しています。

対象者 利用実績

Ｐ Ｅ Ｔ 健 診 １ 泊 ２ 日

ド ッ ク

40歳以上の希

望する組合員

40歳以上の希

望する組合員

希望する

女性組合員

希望する

女性組合員

女性検診

受検者

希望する

女性組合員

希望する

所属所

希望する組

合員及び家族

希望する組

合員及び家族

（１） 共済組合の厚生事業について（各事業の詳細は上記の一覧表をご確認ください。）

 下記のそれぞれの事業について、ＡからＣのうち該当するいずれか一つにチェックしてください。

※ 限られた財源の中で多くの事業の充実を行うため、ほかの事業の縮小・廃止が必要な場合も考えられますので、

ＢとＣのチェック数については、なるべく同数となるようご配慮願います。

8

脳 Ｍ Ｒ Ｉ ＋ １ 日 ド ッ ク
健康保持・疾病の早期発見を図るための、脳ＭＲＩと１日ドックの検査
項目を網羅（自己負担：25％）

希望する
組合員

９７件

6 脳 ド ッ ク
脳卒中などの脳の病気の早期発見を図るための脳ドック
(自己負担：25％)

３２件

7 肺 が ん 検 診
肺がんの早期発見を図るための検診
(自己負担：なし)

４６９件

5
健 康 づ く り
講 師 派 遣 事 業

９件
 希望する所属所等へ指定機関から講師を派遣し、健康に関する講義
（生活習慣病や運動）を実施

３８件

2

3 指 定 年 齢 ド ッ ク
35歳・40歳・45歳・50歳・55歳・59歳の節目の１日ドック又は１泊２日
ドック　(自己負担：25％)

節目年齢
の組合員

１，３７４件

4
がんの早期発見を図るためのPET-CT健診・１泊２日のドック
(自己負担：定率)

希望する
組合員

３９件

女 性 健 康 講 座  女性特有の疾病について知識や予防法等を習得する講座 ２７件

9 女 性 検 診 （ 乳 が ん ）
乳がんの早期発見を図るための検診
(集団検診：無料、個人受検補助：3,300円)

７４５件

1 元気力アップセミナー

共　済　組　合　の　厚　生　事　業　意　一　覧

区分 事　　業　　名　 事　　　業　　　内　　　容
R4年度実績

1 １ 泊 ２ 日 ド ッ ク
健康保持・疾病の早期発見を図るための１泊２日のドック
(自己負担：25％)

希望する
組合員

３３４件

健

診

事

業

10 女 性 検 診 （ 骨 密 度 ） 女性検診（集団検診）時に実施（５年に１度実施） 

2 １ 日 ド ッ ク
健康保持・疾病の早期発見を図るための１日のドック
(自己負担：25％)

希望する
組合員

２，０５５件

女性検診（子宮がん）
子宮がんの早期発見を図るための検診
(集団検診：無料、個人受検補助：4,400円)

１，０１２件

5

 生活習慣病を未然に防ぐ方法及びこころのリラクゼーション法
（メンタルヘルスへの対処法）を習得するセミナー

希望する
組合員

3
メ ン タ ル ヘ ル ス
情 報 配 信 セ ミ ナ ー

 メンタルヘルスのセルフケア及び悩みを持つ周囲の方への適切な対
応に関する講座の動画配信　（旧事業名：健康管理セミナー）

希望する
組合員

１７４件

4 運動等健康セミナー  筋トレ・中強度の運動と食事等の講座
希望する
組合員

４９件

8 メ ン タ ル ヘ ル ス 相 談

医師・臨床心理士による心の健康に関するメンタルヘルス相談　（３回まで全額無料）

３８件

相談機関：

　かとうクリニック（金沢）、Ｊクリニック（金沢）、十全病院（金沢）

　金沢工業大学臨床心理センター（野々市）、すずき心のクリニック（小松）

　小松市民病院（小松）、公立能登総合病院（七尾）

6
メ ン タ ル ヘ ル ス
講 師 派 遣 事 業

希望する所属所等へ臨床心理士を派遣し、メンタルヘルスに関する講
義や個別カウンセリングを実施　（旧事業名：メンタルヘルスサポート
事業）

希望する
所属所

３件

7
教職員メンタルルーム
相 談

臨床心理士との個別面接（県受託事業） １２１件

10
イ ン フ ル エ ン ザ
予 防 接 種 助 成

巡回によるインフルエンザ予防接種を実施し、その費用の一部を助成
（教職員互助会と共同事業）

希望する
組合員

４，５０５件

11 健康ポイント付与事業
健康診断結果等から個別性の高い健康情報を提供するインターネット
サービス

希望する
組合員

１，２８６件

健

康

づ

く

り

事

業

9 ス ト レ ス ド ッ ク
こころのストレスの状況をチェックし、対処方法を助言 希望する

組合員
４件

医療機関：地域医療機構金沢病院



A 継続してほしい B　充実を希望

 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □
 □  □

（２）　現在実施している厚生事業について意見があれば、その事業名と意見を具体的に記載してください。 

例 ：　運動等健康セミナーについて、～のような内容にしたらよい。

（３）　今後、共済組合事業として、新たに実施したらよいと思う分野・事業がありましたら、具体的に記載してください。

例 ：　～を目的として、～を対象に、～のような内容の事業を実施してはどうか。
～により、～となるため、～してはどうか。

（４）　その他に工夫・変更した方がよいと思うことがあればご記入ください。

C　縮小・廃止してもよい

１泊２日ドック  □
１日ドック  □
指定年齢ドック（35・40・45・50・55・59歳）  □

健康ポイント付与事業  □

教職員メンタルルーム相談  □

ストレスドック  □
メンタルヘルス相談  □

運動等健康セミナー  □
健康づくり講師派遣事業  □
メンタルヘルス講師派遣事業  □

女性検診（骨密度）  □

インフルエンザ予防接種助成  □

元気力アップセミナー  □
女性健康講座  □
メンタルヘルス情報配信セミナー（旧健康管理セミナー）  □

肺がん検診  □
女性検診（子宮がん）  □
女性検診（乳がん）  □

PET健診１泊２日ドック  □
脳MRI＋１日ドック  □
脳ドック  □



問３　互助会事業について

互助会では、下記の厚生事業及び給付事業を実施しています。

施設利用補助 補助額

（１）水族館等 ２，７４７千円

（２）美術館等 ６９１千円

（３）プラネタリウム １１千円

（４）プール ６２０千円

（５）スポーツジム・
　　　スタジアム

１４２千円

（６）スキーリフト ２４８千円

（７）山の家 ６千円

2 観劇等補助 ６０千円

（１）思いでづくりの
旅

４，９００千円

（２）のと鉄道観光列
車

１８千円

（３）※白山白川郷ホ
ワイトロード

－

4 主催事業 １３０千円

5 映画鑑賞券の斡旋 －

6
日帰り温泉施設
優待券の斡旋

－

7 生涯生活設計セミナー １１６千円

8 健康管理事業 ３，３５５千円

1 結婚祝品 ７，６６５千円

2 入学卒業祝品 ９，５１０千円

3 永年勤続慰労品 ４，５９０千円

4 単身者給付品 ３５０千円

医療補助金

（１）自己負担補助 ２２，２８４千円

（２）入院補助 ６，０２７千円

（３）治療費補助 １，９８８千円

（４）介護料 0円

2 出産補助金 １０，４９０千円

６０件

２４５件

３５件

Ｒ５から

１５件

互助会の事業一覧　（※は令和５年度新規）

１，２３４件

Ｒ４年度実績

利用件数

５，５３７件

１，２２１件

８８件

１，４５５件

３４７件

６１９件

６件

１２６件

８６件

１３８件

４，３９２件

２１９件

１，９８８件

０件

４１５件

９５１件

１５３件

１０件

２，４７５件

辰口丘陵公園、いしかわ総合スポーツセンター、一本松総合運動公
園、スポーツギャザー７７０、珠洲ビーチホテルスポーツクラブ、※志
賀町富来B&G海洋センター フレア、※小松総合体育館、※ジョイア
クロス高松(300円～全額補助)

「県内スキー場」のスキーリフト券購入に対する補助　(400円)

「白山室堂、白山南竜山荘」の利用に対する補助(1,000円)

1

会員又は被扶養者の医療費自己負担を補助　（基礎控除額14,000円）

会員又は被扶養者が入院したとき（700円/日　180日限度）

はり・灸・あんま・指圧・マッサージ（病気治療）を受けたとき
（1回1,000円　年度内10回）

会員又は配偶者及び被扶養者（子）が入院し、医師の指示で同居家
族でない介護者に対し介護料を払ったとき等（1日3,000円限度）

会員又は配偶者が出産したとき　（会員30,000円　配偶者20,000円）

「能登演劇堂、県立音楽堂オーケストラアンサンブル金沢、県立能楽
堂観能の夕べ、※(R5のみ)いしかわ百万石文化祭2023チームラボ
金沢城光の祭」(1,000円）

短
期
給
付
事
業

区分 事業名 事業内容  　( )内は会員への補助額等

「イオンシネマ、シネマサンシャイン、ユナイテッドシネマ、コロナシネ
マワールド」映画鑑賞券の割引販売

「テルメ金沢、ゆめのゆ金沢・加賀」優待券の斡旋

55歳以上の希望する会員を対象に生涯生活設計の知識・手法の習
得（ＷＥＢ版オンライン形式）

インフルエンザ予防接種助成　（共済組合と共催　1,500円）

福
祉
給
付
事
業

会員が婚姻したとき　(35,000円)

会員の子が小学校へ入学したとき、中学校へ入学したとき、中学校
を卒業したとき　(10,000円)

会員期間が25年に達したとき　(30,000円分の旅行券)

一度も婚姻することなく50歳以上で退職するとき　(35,000円)

厚
生
事
業

1

「のとじま水族館、いしかわ動物園、ふれあい昆虫館」の利用に対す
る補助　(440円～全額補助)

「県立美術館、県立歴史博物館、いしかわ生活工芸ミュージアム、近
代文学館、加賀本多博物館、七尾美術館、輪島漆芸美術館、能登
島ガラス美術館、国立工芸館」の利用に対する補助　(400円～全額
補助)

3

研修旅行

55歳以上で退職するとき、退職年度に家族と１泊以上の旅行をした
際に補助　(20,000円)

「のと里山里海号」利用補助　(500円)

通行料金の補助　(500円)

企画旅行「のと里山空港利用東京１泊２日の旅」（5,000円）

「いしかわ子ども交流センタープラネタリウム」の利用に対する補助
（150円～全額補助）

「辰口丘陵公園プール、いしかわ総合スポーツセンタープール、健民
海浜公園プール、一本松総合運動公園プール、※志賀町富来B&G
海洋センタープール、※ジョイアクロスプール」の利用に対する補助
（500円～全額補助)



3 特別出産補助金 １，３８０千円

4 介護休暇給付金 １，１６９千円

5 無給与休職者見舞金 ２，３８５千円

6 傷病見舞金 １００千円

7 災害見舞金 ５０千円

8 死亡弔慰金 １２，５１０千円

1 退職給付金 ４６９，１０９千円

2 ※リフレッシュ給付金 －

（１） 互助会事業について（各事業の詳細は、上記一覧表をご確認ください。）
◇共済ホームページにリンクされている互助会ホームページで、各事業等についてより詳しくご覧になれます。

 下記のそれぞれの事業について、ＡからＣのうち該当するどれか一つにチェックしてください。

※ 限られた財源の中で多くの事業の充実を行うため、ほかの事業の縮小・廃止が必要な場合も考えられますので、
ＢとＣのチェック数については、なるべく同数となるようご配慮願います。

A 継続してほしい B　充実を希望

（施設利用補助）水族館等  □  □
（施設利用補助）美術館等  □  □
（施設利用補助）プラネタリウム  □  □
（施設利用補助）プール  □  □
（施設利用補助）スポーツジム・スタジアム  □  □
（施設利用補助）スキーリフト  □  □
（施設利用補助）山の家  □  □
観劇等補助  □  □
（研修旅行）思いでづくりの旅  □  □
（研修旅行）「のと里山里海号」利用補助  □  □
（研修旅行）※白山白川郷ホワイトロード通行料金補助  □  □
主催事業（のと里山空港利用の旅）  □  □
映画鑑賞券の斡旋販売  □  □
日帰り温泉施設優待券の斡旋  □  □
生涯生活設計セミナー  □  □
健康管理事業（インフルエンザ予防接種助成）  □  □
結婚祝品  □  □
入学卒業祝品  □  □
永年勤続慰労品  □  □
単身者給付品  □  □
（医療補助金）自己負担補助  □  □
（医療補助金）入院補助  □  □
（医療補助金）治療費補助  □  □
（医療補助金）介護料  □  □
出産補助金  □  □
特別出産補助金  □  □
介護休暇給付金  □  □
無給与休職者見舞金  □  □

 □
 □
 □
 □
 □

８６７件

Ｒ５から

C　縮小・廃止してもよい

 □
 □

１４件

１２６件

１件

１件

２２７件

６９件

 □
 □
 □
 □
 □

 □
 □
 □
 □
 □

 □
 □
 □
 □
 □

 □

 □
 □
 □
 □
 □

心身の故障により休職を命ぜられ、公の期間から給付金が支給され
るとき（定額月20,000円）

・重度の傷病を受け退職を余儀無くされたとき（100,000円）
・業務に従事できるが、身体が旧に復しないとき（50,000円以内）

風水震火災により、会員の住居又は家財に損害を受けたとき（50,000円）

会員（320,000円・扶養すべき18歳未満の子がいる場合は献花料を
給付）配偶者（220,000円）、子・氏を同じくする親（30,000円）が死亡し
たとき

長
期
給
付

会員資格を喪失したとき（長期掛金の累計額）

１０年毎のリフレッシュ休暇制度活用時に申請したとき
（100,000円以内かつ長期掛金累計額の範囲内)

会員又は配偶者が第３子目以上の子を出産したとき　（20,000円）

会員が介護休暇の承認を受けたとき　（給料日額の25/100相当額）

短
期
給
付
事
業



傷病見舞金  □  □
災害見舞金  □  □
死亡弔慰金  □  □
退職給付金  □  □
リフレッシュ給付金  □  □

（２）　現在実施している厚生事業・給付事業について意見があれば、その事業名と意見を具体的に記載してく
ださい。 
　また、上記以外に実施している「貸付事業」「育英・生活年金事業」についても意見があればお書きください。
例 ：　○生涯生活設計セミナーについて、～のような内容にしたらよい。

○～給付金について、～したらよい。

（３）　今後、互助会事業として新たに実施したらよいと思う分野・事業がありましたら、具体的に記載してください。
例：　○国（県）が～を推進するなか、～を対象に、～のような内容の事業を実施してはどうか。

○～により、～となるため、～してはどうか。

（４）　その他に工夫・変更した方がよいと思うことがあればご記入ください。

 □

 □
 □
 □
 □



問４　共済組合・互助会の事業について(共通事項：実施手段及び広報）

（１） 共済組合・互助会が開催する心身の健康や生涯設計に関するセミナーについて、あなたならどち

　　らの方法が参加しやすいですか。

□ ① 特定の会場に集まって行う対面形式
□ ② 自宅等からインターネットを使って参加するオンライン形式

（２） 上記を選択した理由を記入ください。

（３） 広報誌「福利いしかわ」（年４回全員に配付）を読んでいますか。

□ ① よく読む。
□ ② 記事を選択して読む。
□ ③ ほとんど読んでいない。(又は読まない。)　（以下に理由をご記入ください。）
□ ④ 発行されていることを知らない。

〈　➂ の理由　〉

（４） 共済組合のホームページにアクセスしたことはありますか(いずれか一つにチェック)。

　　　　　※共済組合ホームページ　　https://www.kouritu.go.jp/ishikawa/

□ ① よくアクセスする。

□ ② ときどきアクセスする。

□ ③ アクセスしたことがない。

□ ④ あることを知らない。

（５） 互助会のホームページにアクセスしたことはありますか(いずれか一つにチェック)。

　　　　　※互助会ホームページ　　　 https://www.ishikyogo.or.jp/

□ ① よくアクセスする。

□ ② ときどきアクセスする。

□ ③ アクセスしたことがない。

□ ④ あることを知らない。

（６） 事業等の内容は、どのような方法で知りますか。（複数回答可）

□ ① 職場で回覧された通知文で知る。

□ ② 広報誌（福利いしかわ）を見て知る。

□ ③ 共済組合・互助会のホームページで知る。

□ ④ スマートスクールネットの「学校共済・教職員互助会からのご案内」を見て知る。

□ ⑤ 上司・同僚・事務員に聞いて知る。

□ ⑥ その他（以下に具体的にご記入ください。）



（７） 広報(通知文、広報誌、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)での事業の周知方法は、現行のとおりでよろしいですか。
　　　（いずれか一つにチェック)。

□ ① 現行どおりでよい。

□ ② もう少し工夫が欲しい。（以下に理由をご記入ください。）

□ ③ 広報誌の紙媒体での配付を取りやめ、ホームページ、メールによる周知で十分である。

□ ④ その他（以下に理由をご記入ください。）

〈　自由意見欄　〉
　　　○共済組合・互助会にご意見があればご記入ください。

ご協力ありがとうございました。


